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問題解決的な学習の構成

Ⅰ 問題の発見や課題の設定の段階
STEP１ 問題の発見
STEP２ 問題の分析
STEP３ 課題の設定（今回のポイント）

Ⅱ 解決策や解決方法の検討及び具体化の段階
Ⅲ 課題解決に向けた実践の段階
Ⅳ 実践の評価・改善及び表現の段階



STEP３ 課題の設定(今回のポイント)

STEP１ 問題の発見

STEP２ 問題の分析

STEP１､２の充実が大切
ここで生徒一人一人が自分事にできるように
したい

以前、東日本大震災の時に避難所になった小学校の先生の講演を思い出した。中学生や高校生が
食料を配ったら、我先と争っていた大人がしっかり並びお年寄りを優先し始めたという話を！きっと中
学生にも活躍の場はあるんだ！それを防災教室の中で話してもらおう！！

・地域のために・・・
・災害が多い今日この頃・・・
・災害時の避難所で中学生が出来ることはあるのかな？！
・インターネット検索やYouTube視聴で調べてみよう！

でも中学生のやる気にはつながらないな・・・。

Ⅰ問題の発見や課題の設定の段階



南中は雄物川が
氾濫した場合にこ
のハザードマップに
あるように避難所
の１つになります。

中学生の温かい
笑顔と声かけが被
災者の皆さんを励
まします。凄い効果
があります。その気
持ちが大切です。

俄然 南中生はやる気満々に
なり、問題解決意欲倍増です！

「湯沢南中学校 防災講座」の実施

湯沢市役所防災班
防災監 藤井 達也 氏

https://youtu.be/zN5FQOed1nI
https://youtu.be/zN5FQOed1nI


学習支援ツールを活用した
問題発見と問題分析

STPE1 問題の発見
思考ツール
フィッシュボーン図を使用
個人で活動

STPE2 問題の分析①(整理)
共有ノートを使用
グループで活動

思考ツール：フィシュボーン図

共有ノートで１つのシートをグループ全員で編集する

不足関係

水不足、食料不足

活

スペース狭い，
睡眠環境が悪い

避難所

での

問題点

報の入手が

自由にお風呂に入れな

い、 洗泣がてきない

部屋の明かりや騒音が

気になる

プライベートが守

られない

人とのトラプル、ス

トレスが感じる

フライパシー
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STPE2 問題の分析②(整理)
共有ノートを使用
他のグループの考えを参考
にして、付け足す(赤字)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを活用して解決でき
る問題を各自選ぶ！
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる双方向性の
あるｺﾝﾃﾝﾂは･･･。

本題材で紹介済
みの「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
できる双方向性
のあるｺﾝﾃﾝﾂ」

思考ツール：フィシュボーン図

STEP3 課題の設定
思考ツール：クラゲチャートを活用
プログラミングで解決したい問題を
各自記入

課題（個人テーマ）の設定をスタート 思考ツール：クラゲチャート
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１枚目
食料不足



課題(個人テーマ)の提出

課題(個人テーマ)を
グループで発表する

グループ発表後にアドバイス

グループ発表学習支援ツールへ提出

課題(個人テーマ)の検討 ①

・グループ発表を参考にする
・課題(個人テーマ)について
グループでアドバイスする

問題別座席表

クラゲチャートを共有して参考にする

課題(個人テーマ)の検討 ②

・問題が同じ人のものを参考する
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課題(個人テーマ)の検討 ②

・問題が同じ人に相談したりする
・ゲストティーチャーに助言を求

める

問題が同じ人と相談する

ゲストティーチャーに相談する課題（個人テーマ）
検討後のクラゲチャート（２枚目）の提出
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２枚目

検 討 ①

検 討 ②

食料不足



課題(個人テーマ)の検討③

・課題(個人テーマ)の全体発表を聞き、
参考になる点をクラスで共有する

・ゲストティーチャーに助言を求める

全体発表を聞く

ゲストティーチャーに助言を求める

課題（個人テーマ）
検討③後のクラゲチャート（３枚目）の提出

畢



３枚目

検 討 ③

食料不足



ゲストティーチャーのお話

避難所は不便な場所なので、
不安やストレスがいっぱいで
ある。それを和らげるために
中学生が声をかけたりするの
は、とても大切なことである。
また、SNS等コンテンツを使
用するのはすごく現代的で素
晴らしい。被災者を思う気持
ちを大切にしてもっと考えて
課題(個人テーマ)や解決策
を考えていって欲しい。

湯沢市役所防災班
防災監 藤井 達也 氏



Ⅱ 解決策や解決方法の検討及び具体化の段階

・湯沢市HP→WEBページ ・湯沢市HPのチャットボット「こまちちゃん」→チャットボット

プログラミングの構想 ・アクティビティ図を作成して課題を解決するプログラムの流れを確認する。

を参考にしてプログラミングの流れを確認する。

アクティヒティ図

WEBページ
●
↓
 

アクティピティ図

チャットボット

↓ 
学校の写真を表示する

↓ 
スライドショーで画像が

3枚表示される

↓ ↓ J, 
三大祭の写真を表示する 学校の地図を表示する クイズボタンを表示する

↓ ↓ ↓ 
クリックすると動画が流れる 地図を拡大・縮小する クイズの答えを選択する

↓ ↓ ↓ 
写真の説明を文字で書く 地図を航空写真へ変える 正解か不正解が表示される
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セキュリティー強化 商単呼び出し

V V 
パスワードを入力 QRコード

名前を入力する 》



Ⅲ 課題解決に向けた実践の段階（プログラミング）

ねそプロ Webページ

ウェブサイトを作ろう 2

,'’’’1,'
 

基本部品

背景色

動作

画像表示
ノ2ヽ £
PPTコ

,'’ 

天気

地回

冽：クイズ

単語クイズ

学校紹介

20312215045 

□~I ウェブサイトを見よう 1 接続先アドレス [ 243811

O'
①
〇

Google 

i Gogle 
四 地図データ

Mapを利用しています

湯沢市災害情報
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チャットボットPro

くく ファイル 振果 セキュリテイ 実行 ヘルプ

D二 a|払喩屯I"" "'11宮 ファイル名 ：災害

くシナリオタグ＞

く▼▼▼もし選択＝ ＇1 V 'なら▼▼▼＞ くもし選択タグ＞

く▼▼▼実行内容▼▼▼＞ ＜実行内容タグ〉

！キャラ名前＝”|キャラクター名を入力「

！キャラ画像＝” ー画像選択ー

厄了数キャラ名 】 l 【変数ユーザー名】【変数ユーザー入万〗

!URL=”［リンク先のURLを入力 ． ’ ’ 
URL命令

！説明亘屠三I=" ーメディア選択ー 」”

！データベース検索 索命令

！シナ リオ[Ov O v O vl ジャンプ命令

！終了処理 終了処理命令

く▲▲ 実行内容▲▲▲＞

く▲▲ ／選択＝1▲▲▲＞

X 



Ⅲ課題解決に向けた実践の段階 → Ⅳ実践の評価・改善及び表現の段階
（グループ内個人発表 → グループ毎の全体発表）

ねそプロ ＳＮＳ＋マイクロビット
「節電を呼びかけてトイレは音で電気を付ける」
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かけています そのため、トイ

レの屯気が音でつくようになり

ます。トイレをする応は、手な
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伝言板とチャットボットPro
「人々が安心して過ごせる避難所へ」

クラスの伝言板

ー 3 さつまいも

午後11時～午前7時の間は質問等

を受け付けることできません。

質問等がある場合はチャットボット

をご利用くださし -o
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本実践の概要とその実際
第63回東北地区中学校技術 ・家店科教育研究大会
第37回秋田県中学校技術 ・家庭科教育研究大会

秋田 ・湯沢雄勝大会
n
 

分野 ・内容 技術分野 D 情報の技術

2
 
題 名 「学 が災 時に避 所になった場合の問 を解 し うJ

鱗決策や解決方法の検討及び具体化の段疇
・クラゲの足の lh 5 wは解決策になるので、 1のSTPE3の
活動で更r変更可能なことを伝える．
・教材（プログラミングソフト）を使用して、 課題を且
（プログラミングソフト）の使用も考える。
・プログラミングの構想でアクティピティ図を
する

階で記入はするが、今後の

的に解決できるか検討し、他の教村

いて課題を解決するプログラムの流れを確認

3 研究授
1 問題の発見や繹題の設定の段疇

0STEP1 （問題の発見）
・災害についてインターネットで綱ぺる。
．避難所についてインターネットで調べる．
・防災澪座を実施して、災害時の避雌所を自分たちの問題として捉え せる。
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0STEP2 （問題の分析）
・ロイロノートの思与ツール：フィッシュポーンを活用してグループで協働して、見いだした
問題を整理する．
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・プログラミングで解決するために使用するコンテンツ等を作成する．

繹題解決に向けた実践の段鼈 ー IV 実践の評編・改●及び表環の段疇
各グループ内“人癸表ーグループ毎の全体発去ー評価 ・改善及び表現
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• 各既が見いだした問題を整理したフィッシュポーンを参考にしながら、プログラミングを
活用して解決したい問題を各自が決定する。

0STEP3 （課題の設定 1)
・整埋した問題から饂人の諌題 (11!1人テーマ）を作成する．
・ロイロノー トの粗とツール・クラゲチャートを活用する
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可’ (“ 令テーマ） 使用教材No
(動Yo画uTUubeRへL） ルー 充表］ コンテンツ

・索早い情報提供で過ごしやすく I WEBベージ h血 1/youru.bel-JiZiz2QKlg

．遵疇所闘しのた恰勾り報す訳をる Webベージに祓せ
J WEBベージ httpsj/y01rtu.be/bwAX 39Mo 

て` ベース＄ 広ふした
り、 するたのびか
けを

・て節気でがをつ呼くびよかうけにてす、るトイレは音で 2 SNS h皿 1位omu．碑 78UX礼9A
6 ＋マイクロピット

．避ピ饉ン社グサイ困っトてを使い用るとし、き食に料シをョ＆‘ 3 サシイョット ピング h皿s：俗outu.be血 3lm_'IXloY

ってもらう

？ 『： を使い目悶行がショi ビン 3 シコf ビング h血 ：Iなouru.比B74Ym7zBh.A
トで必 ものを無で隅 サイ

・人々が安心して過ごせる避醇所へ 4 伝， 仮 h迎s:/なoutu.be/zlvl!TDWLEnBc 
5 十 ャットポット

・索早く 簡単に情報提供をする 5 チャットポット h匝s：岱ouru.be/n6SFa-6AmvU

♦使用教村（コンテンツ等のプログラミングソフト）

・より具体的にするためにクラゲの足に Ih 5 wを記入して、森題 （佃人テーマ）を決定する．

https:/lvoutu．切J7hfdX⑮ Y | 
・グループ発表や同じ霞題 （11!1人テーマ）の人を参考にしたり、ゲストティ ーチャー （防災監）
のアドバイスや講話を聞いたりして険討を函ねる．

No コンテンツ プログラミングソフト 関係URL

J WEBベージ ねそプロ「りェ7•tイトを作ろう 2J h四 •; 'i"·a吐Smb心［．s虹a皿l2ne百

・:・ I?ヽ7tィt出々‘f’乍’乍らぢ2 ｛士 lソl
2 SNS ねそプロ「 SNSを作ろうJ ,t':,9'イ ろ t 今回の

題材用に して らいまし
3 ショッピングサイト ねそプロ「999tン'1{"を作ろう」 た．

4 伝言板 EduTm、'll799万ミン9中学校技術 h血 ：//toshomiddle匹 IZUIU.IE'

5 チャットボット チャットポット Prov.,.33 h血 ：I恒i9-utu.com/mainlarchives/3586

6 その他 マイクロビット h皿5•I畑払,eeodeDl!crobit orel"la追 a五
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